
令和８年第３回定例会 

市民の皆様へ 議案に対する御意見をお寄せください 

① 議案第５２号 いなべ市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例及びいなべ市乳児等通園支援事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 
 

 学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の防止等のため

の措置に関する法律（こども性暴力防止法（令和６年法律第 69 号））の成立に伴い、

関係する条例を改正するものです。 

【改正のポイント】 

 児童等対象業務従事者の、犯罪事実確認等の措置の実施に関する規定が追加されま

す。主な改正内容は以下のとおりです。 

（１）児童対象性暴力等を防止する措置の実施 

（２）児童等対象業務従事者の犯罪事実確認の実施 

  ※「犯罪事実確認」とは、こども家庭庁のこども性暴力防止法関連システムを用

い、児童等対象業務従事者の特定性犯罪前科の有無を確認する措置 

【市への影響】 

 現在市内には家庭的保育事業所等はありません。 

 乳児等通園支援事業については、市がふじわらこども園で実施しており、条例に基

づき適切な防止措置を実施します。 

 

 性暴力防止の措置について、
ご意見をお寄せください。 

  



② 議案第５５号 令和８年度いなべ市一般会計補正予算（第５号）より 

 議案第 55 号 令和８年度いなべ市一般会計補正予算（第５号）の中から抜粋して、

以下の４事業について、御意見をお寄せください。 

 

【No.１】自治体ＤＸ推進事業 

事業名 基幹システム標準化移行業務（子育て・手当関係） 

予算額 360 万 4,000 円（デジタル基盤改革支援補助金を活用） 

【事業概要】 

 児童手当、児童扶養手当及び子ども子育て支援の３業務を、ガバメントクラウド

を活用した標準準拠システムへ移行します。令和９年 11 月の稼働を目指し、住民

の利便性向上と行政運営の効率化を図ります。国のデジタル基盤改革支援補助金を

活用します。他業務でも、標準準拠システムへの移行が進められています。 

自治体ＤＸについて、ご意見をお寄せください。 
 

自治体ＤＸとは？ 

行政手続きのデジタル化や行政内部のデータ連携などを

通じて、住民の利便性向上と業務効率化を図るものです。 

 

 

 

【No.２】みえ子ども・子育て応援総合補助金事業（保育） 

事業名 自然保育推進事業 

予算額 390 万円（みえ子ども・子育て応援総合補助金を活用） 

【事業概要】 

 県のみえ子ども・子育て応援総合補助金を活用し、自然保育について、市内全て

のこども園を対象として自然を活用した保育環境の充実を図ります。 

 自然を身近に感じられる環境づくりのため、保護者と協働したフィールド整備や

未満児向けの園庭改修を支援する事業です。併せて、職員に対するリスクマネジメ

ント研修や有毒生物に関する研修費などを対象とした補助も実施します。 

 自然保育について、ご意見をお寄せくだ

さい。 

 

 

  



【No.３】農業基盤整備事業（単独） 

事業名 農業基盤整備事業（単独） 

予算額 647 万 5,000 円 （市単独） 

【事業概要】 

 老朽化により機能不全が生じている農業用施設のうち、緊急性の高い箇所につい

て、市単独事業による川原用水路改修工事及び奥村地区舗装復旧工事を行うほか、

地元が施工する工事への原材料支給及び工事費の補助を行います。 

 １件当たりの補助額は、 

 原材料支給への補助が 25 万円 

 工事費への補助が 27 万 5,000 円 

 農業基盤整備について、ご意見をお寄せください。 

 

 

【No.４】部活動振興事業 

事業名 地域クラブ活動モデル事業 

予算額 
162 万 1,000 円（国及び県の地方スポーツ振興費補助金及び文化芸術振

興費補助金を活用） 

【事業概要】 

 学校部活動の地域移行に向け、モデル事業３種目から 11 種目へ実施種目を拡大

するため、大会参加旅費、備品の修繕費、吹奏楽部用の楽器購入などに要する経費

を増額します。国及び県の地方スポーツ振興費補助金及び文化芸術振興費補助金を

活用します。 

 地域クラブ活動について、ご意見をお寄せください。 

 

【令和８年９月から実施される 11 種目】 

バレーボール、卓球、柔道、陸上競技、バスケットボール、ハンドボール、 

ソフトボール、軟式野球、ソフトテニス、剣道、吹奏楽 

 

 


